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要旨 

 

本研究は、タイトルに示したとおり、日本初の文部大臣となった森有礼が 1872 年に、

当時の言語学の権威であったWilliam D. Whitney に宛てた英文書簡で提案した言語政策

案、“Simplified English”である。(以下S.E.と省略する。) ただし、この言語政策案には

特にタイトルが付されているわけではない。以下で議論を円滑に進めていくために、この

書簡で提案された政策案の中で最も中心的な提案である“simplified English”から、森が提

示した全ての提案を括るタイトルとして筆者が付けたものである。S.E.とは何かと一言で

述べるならば、それは森が独自に考案・計画した、日本における「近代化」の進展を最大

限に効率化するための言語政策であると言えよう。そして、その具体的政策として森が提

示したのが、ローマ字による言文一致の日本語表記の確立と“simplified English”を漢文に

代わる学術言語として用いることであった。その最大の目的は「近代化」の進展を最大限

に効率化することであり、これは、明治初頭の知識人の多くに共通してみられた国防意識

に起因していた。だが、より具体的な目的は、科学技術をはじめとした先進知識を英文書

籍から効率的かつ経済的に吸収・配布することと、近代的なマス・エジュケーションであ

る初等教育を通じて機能的非識字者を生み出さないようにすることにあった。換言するな

らば、「習得が容易な日本語表記」を初等教育に導入することで機能的識字者の増大をはか

り、「習得が容易な英語」を中等教育に導入することで、より多くの大衆に学術言語習得の

機会をあたえ、ひいては日本の「近代化」を支える優秀な人材をより多く確保することに

その目的があった。 
こうした計画を森が構想するに至った背景には、近世日本社会が内包し、明治に入って

からも継承されていた大きな３つの問題があった。第一に、近世社会における話し言葉に

明確な身分差が存在していただけでなく、現代以上に多様な方言が存在していたうえに方

言同士の違いも著しかった。しかも、この身分差と方言差は重層的な構造をなしており、

異なる方言間のコミュニケーション上の大きな障壁となっていた。第二に、近世の民衆教

育は「分限教育論」とよばれる教育観の下、社会的地位ごとに習得レベルと習得内容を規

制された教育を受けるのが一般的であった。近世社会では、身分や経済力の有無、性別な

どの社会的地位が、その学習内容を規定していたのである。こうした規定は、いわば上か

ら下に押しつけられた物であったが、2 世紀半もの間に次第に人々の中に内在化されてい

き、「学問」は「士人以上の事」とする考え方や、民衆のあいだにおける「学問」を忌避す

る傾向が一般化していたのである。このため、民衆の教育レベルと識字レベルも概して低

かった。第三に、日本の表記体系が複雑で習得が容易ではなく、その習得のためには長い

時間と大きな労力とが必要とされた。このことは、「分限教育論」の存在とも相まって、民

衆の大半を占めていた貧しい農業従事者による識字能力の習得を妨げていた。欧米列強に

よる植民地化から日本の独立を守るために、可能な限り早急な「近代化」の達成は不可欠

と考えていた森にとり、これらはその実現を妨げる大きな障壁と映っていたのである。 
森は、これらの問題を解消するために「経済主義」という独自の合理主義的観点と、「折

衷主義」という和魂洋才的観点から、S.E.の提案を行ったのであった。従来の S.E.に関す

る研究の多くは森の意図を正確に把握する姿勢を欠いていた。本論は森の S.E.の具体的内

容を、主に歴史的・社会的要因から明らかにするひとつの試みである。 
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